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１．ガイドライン作成の目的と位置付け

・川崎駅周辺地区では、平成１８年４月に「川崎駅周辺総合整備計画」を策定し、東口駅前広場の再編整備
をはじめ、駅周辺における民間活力を活かした土地利用の誘導等により、計画的かつ段階的なまちづくりを
進めてきたところである。

・一方で東口駅前広場については整備から８年が経過し、ゴミの散乱や落書き、路上生活者、不法占用など
が見受けられるなどの課題を抱えている。
・また全国的な傾向として、高度成長期に整備された社会資本が急速に老朽化し、維持管理・更新費の増大
が見込まれ、本市においても例外でなく、逼迫する財政状況の中、効率的かつ効果的な維持管理等の検討を
進めるとともに、公共空間での民間による収益事業を実施し、その一部を維持管理に充当することで管理の
高質化を図るなど、新たな財源をまちづくりに還元する仕組みを構築する必要がある。
・近年では都市再生特別措置法の改正（平成２３年１０月）により、道路空間を活用して賑わい創出を図る
制度が創設されており、本市の玄関口として、駅周辺の公共空間を活用した、賑わい創出や商業活性などの
取組が求められている。

・そこで本市では、川崎駅周辺の公共空間を有効活用し、駅周辺の更なる商業活性化やまちの賑わいの創出
を図るとともに、新たに生まれた財源を、周辺の環境美化やまちづくりに還元・再投資することで、スパイ
ラルアップによる川崎駅周辺の価値の向上を図ることを目指し、平成30・31年度に、駅前広場周辺において
広告塔の設置などの社会実験を実施し、歩行者の通行環境や自動車運転手へ与える影響などを検証した上で、
令和2年度以降に本格実施に移行することを想定し、取組を実施してきた。
・このような取組や、近年の国や他自治体の動向等を踏まえ、禁止地域である川崎駅東口駅前広場及び西口
広場や、禁止物件に該当する川崎駅北口通路西側デッキにおいて広告物を掲出できるよう、屋外広告物条例
を改正したところであり、今後、公共空間の有効活用の取組を推進していくものである。

3

（１）背景

取組の方向性
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１．ガイドライン作成の目的と位置付け

4

（２）目的・位置付け
本ガイドラインは、良好な景観の形成や公衆の安全性の確保などを目的に、条例改正によって、新たに広告

物の掲出が可能となる駅前広場や歩行者デッキという公共空間において、広告物を掲出する際に新たに必要な
ルール、基準や審査体制を示すものである。もちろん、当該エリアは景観計画特定地区に含まれるなど、既に
様々な基準等が規定されているエリアであることから、基本的にはこれによるものとするが、多くの人が利用
する公共空間という観点から、新たに必要となるルールを定め、駅周辺の更なる商業活性化やまちの賑わい創
出を図る観点から、柔軟な対応を図ることも可能にすることで、既存の基準等を補完することを目的とするも
のである。

（３）社会実験がもたらす効果や影響の検証

社会実験の実施にあたっては、「周辺の景観形成」、「歩行者等の安全・安心」、「事業性・公益性」、
「賑わい創出」、「環境美化」の５つの観点から、その効果及び影響の検証を行うこととする。

景観形成

【検証項目案】
・色彩及びデザイン
・文字の大きさ
・広告内容、規格の統一 等

・周辺の景観形成、空間にお
ける一体感

安全・安心

【検証項目案】
・設置位置や規格、構造
・広告面の輝度 等

・歩行者、自動車運転手、道
路の構造上の安全性

事業性・公益性

【検証項目案】
・事業採算性の確認
・緊急情報の発信内容
・行政情報の公益性

・市の財政負担軽減

環境美化

【検証項目案】
・環境美化
・不正使用事例数

・賑わい創出に向けた
環境整備

賑わい創出

【検証項目案】
・来街者数
・広告掲出による賑わい創出
・既存看板等との調和

・魅力向上
・商業・地域活性
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